
1．緒　　言

イオン液体は，カチオンとアニオンのみで構成され，100℃
以下で液体状態を保つユニークな塩である。その不揮発性や不
燃性の性質から，水や有機溶媒に代わる環境負荷の低い新しい
溶媒として注目を集めている1-5）。1992年にWilkesらによって，
空気や水に対して安定で，常温でも液体のイオン液体が初めて
報告1）されて以来，イオン液体に関する研究は目覚ましい勢
いで発展してきた。さらに，イオン液体は，イオン対の無限と
も言える組み合わせにより，融点，密度，粘度，極性などの物
理化学的性質を自在に変えることができるため，反応溶剤2,3），
電解質3,4），触媒4-6），潤滑剤7），ドラッグデリバリー 8）など，
多岐にわたる用途展開が期待されている。近年も多様な構造と
機能を備えた新しいイオン液体が次々と報告され，さらなる高
性能化や機能拡張が強く望まれている。

界面活性剤は，分子内に親水基と疎水基を併せもつ両親媒性
の性質から，界面での吸着と会合体形成を活かし，洗浄，化粧
品，塗料など，日常のさまざまな場面で活用されている。従
来の単鎖型界面活性剤同士を連結基（スペーサー）で繋いだ
ジェミニ型界面活性剤は，従来型と比べて低い臨界ミセル濃
度（CMC）や高い表面張力低下能を示すことで注目を集めて
いる9,10）。
筆者らは，イオン液体と界面活性剤の両方の特性を兼ね備え

る「両親媒性イオン液体」に着目し，性能の向上と新たな機能
性の発現を目指してきた。分子設計・合成から，水溶液中での
物性評価，界面吸着やバルクでの特異な挙動の解明まで，多角
的に取り組んできた11-17）。本稿では，筆者の最新の研究成果
を以下の三つに分けて紹介する。
（1） 水表面における四級アンモニウム塩系ジェミニ型両親媒性

イオン液体の単分子膜形成
（2） 両親媒性イオン液体を媒体としたポリオキシエチレン（EO）－ 

ポリオキシプロピレン（PO）共重合体ジアルキルエーテ
ルの表面吸着とバルク挙動

（3） 両親媒性イオン液体と従来型界面活性剤の混合水溶液にお
ける表面吸着と会合挙動

これらの成果を通して，両親媒性イオン液体の界面化学にお
ける新たな可能性を探る。

2．ジェミニ型両親媒性イオン液体の単分子膜形成

筆者らはこれまでに，ジェミニ型両親媒性イオン液体の空気／ 
水界面および空気／イオン液体界面での吸着挙動を詳細に調
べ，それらの物性がアルキル鎖長やスペーサー構造により大き
く変わることを明らかにしてきた11-14,17）。とくに，フッ素原
子を含む対イオンを有するジェミニ型両親媒性イオン液体は，
高い疎水性のために，水中での高濃度領域の物性評価は難しい
一方，気／水界面では密な分子パッキングと特異な配向を示す

【図表について】電子ジャーナルサイト「J-STAGE」ではカラーでご覧
いただけます。https://www.jstage.jst.go.jp/browse/shikizai/-char/ja/
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要　　　　旨

イオン液体は，不揮発性や不燃性といった特性を有し，水や有機溶媒とは異なる第3の液体として注目されている。筆者らは，イオ
ン液体と界面活性剤の両特性を併せもつ両親媒性イオン液体の性能の向上と機能の発現を目指し，四級アンモニウム塩系の新規両親
媒性イオン液体を多様な構造で合成し，その構造と物性に関する研究を進めてきた。本稿では，ジェミニ型両親媒性イオン液体によ
る単分子膜形成，両親媒性イオン液体を媒体とした界面活性剤の界面吸着およびバルクでの層構造形成，さらに両親媒性イオン液体
と界面活性剤の混合水溶液における表面吸着挙動と会合体形成について，最近の成果を中心に紹介する。
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― 小特集　界面活性を示す機能性物質の潮流 ―

© 2025 Journal of the Japan Society of Colour Material


